
街道からみた薩摩藩麓の屋敷構えと武家住宅に関する研究

土田充義・小山田善次郎・揚村固

（受理平成３年５月21日）

ＲＥＳＥＲＣＨＯＮＴＨＥＧＲＯＵＮＤＰＬＡＮＮＩＮＧＡＮＤＢＵＫＥＨＯＵＳＥＯＦ

ＳＡＴＳＵＭＡ－ＨＡＮＦＵＭＯＴＯＩＮＴＨＥＶＩＨＷＯＦＭＡＩＮＲＯＵＴＥＳ．

MitsuyoshiTSUCHIDA,ＺｅｎｊｉｒｏＫＯＹＡＭＡＤＡ

ａｎｄＫａｔａｍｕＡＧＥＭＵＲＡ

ＦｒｏｍｔｈｅｌａｔｅｒｍｉｄｄｌｅａｇｅｓｔｏｔｈｅｅａｒlyEdoera-thelatterpartofsixtee、century，wascon-

structedthecastlewhichwasthegratestoneinSatsuma-Han・Itscityplanningwasregularonalarge
scale・

InotherareaswerelotsofBuke'ｓ(Samurai's)settlementalloverSatsuma-Han・Thesettlement

wascalledFumotowhichconsistsofBuke，shouses，ｔｈｅｐｕｂｌｉｃｏｆｆｉｃｅａｎｄｏｐｅｎｓｐａｃｅｉｎｉtsfront･

Fumoto，splanningwascharacterizedbyagreatvarietyofthemainrouteandmanystreets・Themain

routeliesthroughthecenterofthesettlement，combinesothersettlementsandwasfraquentlyused

bytravellersandmerchants、ThegreatFumoto'ｓｎｕｍｅｒｗａｓｌｌ３ａｒｅａｓｉｎｔｈｅＥｄｏｅｒａ・Buke，shouses

wereexaminedinfourFumotos-IzumiFumoto，ChiranFumoto，IrikiFumotoandShibushiFumoto，

andwerestoredexactlyll6houses・

Ontheresult，Buke'shousesofChiranFumotohavegreatresemblancetolrikiFumoto，ｓｉnthe

planning,ｔｈｅｓｃａｌｅａｎｄｔｈｅｒｅｌａｔｉｏｎｏｆｔｈｅｍａｉnrouteandstreets・

Ｔｈｅｄｒａｗｉｎｇｒｏｏｍｗａｓｏｐｅｎｏｎｔｈｅｔｗｏｓidesinodertocatchthetraveller'sspeechinlzumi

FumotoandShibushｉＦｕｍｏｔｏｗｈｉｃｈａｒｅｎｅａｒｅｓｔｔｏｔｈｅａｒｅａｏｆｔｈｅｅｎｅｍｙ．

1．研究の目的

江戸時代になると中世と異なる城下町が計画され成

立した。その根底には1615年（元和元年）の一国一城

令があると考えられる。つまり藩主の居城しか認めら

れず，その他の城は取り潰すことになり，城下町はた

だ一つになった。そのために唯一の城下町を整備し，

武士の屋敷を配置し，手工業者や商売を営む人々の町

家の配置も行なわれ，近世都市が成立していくのであ

る。それは小集落がだんだん成長して都市になること

でなく，藩主を中心とする上級武士によって新しく築

かれることになったことを意味する。

中世山城は防備を目的に築かれ，その防備が一国一

城令によって，切り崩され，城を修理するにあたって

もいちいち幕府の許可を得なければならなかった。し

たがって，防備に対して他の考え方がlZ､要になってく

る。それは街道を見張ることで往来する人々をチェッ

クする。つまり調べることで防衛することへ変わり，

街道を重視したと考えられる。そのために国境の関所

を整備し，特に薩摩藩では監察制度が徹底していたと

いわれる。関所を通って国内に入り街道を歩く，この

街道と武家住宅のかかわりを視点に考察してみたいと

思った。というのは室内から街道を監察する仕組が見

られるからである。薩摩藩は外様大名として西海道の

終点に位置し，九州全域からみて，建築学上特殊な位

置を占めている。昭和62年度の県内近世社寺調査結果

によると，寺院が３棟しか遺されておらず，徹底的な

廃仏殿釈が行なわれたことを物語っている。これは全

国一であろう。昭和63年度には出水麓（出水市麓）の

武家住宅群の調査を行った。半農半士の郷土の住宅で

ある。中心に地頭仮屋を置いて，その前方を新たに計

画し，武家住宅を配置した。この種の集住地は他藩に
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見られないだろう。そのほか民家の形態に置いて，ま

た神社本殿の向拝柱に瑞雲と龍をからませる手法にお

いて他藩で見かけられない珍しい造りである。これら

の一つ一つを明らかにしていくつもりであるが，現在

のところ途についたばかりで，表面的な把握にしか過

ぎない。それにしても薩摩藩は建築学上特殊な位置を

占めていることを確認しうる。

昭和63年度の出水麓の調査に引きつづき，平成元年

度は樋脇塔之原麓（薩摩郡樋脇町塔之原）の調査，平

成２年度は知覧麓（川辺郡知覧町郡)，入来麓（薩摩

郡入来町麓)，志布志麓（曽於郡志布志町帖）の調査

を行なっている。100以上の麓を調査するには膨大な

時間を要す。そこでまず地図上で麓と主要街道との関

係を調べ，主要街道上に分布する麓とそうでない麓に

分け，麓の性格付けを行いながら，麓を解明したいと

考えている。その根底には街道から麓を見ることの重

要さを感じるからである。

次に街道と屋敷構えの関係を調べ，屋敷構えの成立

に迫りたいと考える｡なぜなら,門の近くに便所があっ

たり，門と対面して井戸があったりして，内向きの施

設が前方つまり表側にあることによる。これらを始め

てみた時には実に不思議に思えた。

そこには家族以外の他の人々を意識した造りがあっ

た。それは自然から人間を保護するだけでなく，格式

を表現することと共に他の人々から自分自身を守る側

面を包含していることである。これは屋敷構えと共に

先に述べた武家住宅の本質かもしれない。その本質を

探ることを目的としている。

２．外城と麓

外城は鹿児島城（鶴丸城）の内城に対しての用語で

あろう。その用語は天正12年（1584）に外城衆として

用いられている（芳即正氏執筆「外城から郷へ」蕊

明館企画特別展薩摩七十七万石所収)。外城の範囲は

広く，藩を１１３郷にわけ，その一つの郷をいう。つま

り郷のことを外城という（鹿児島県の歴史原口虎雄

著)。外城といわずに郷と称したのは天明４年（1784）

のことであるから，それまでは広い範囲を外城と称し

ていたことになる。外城という用語が狭い範囲を示す

のに広い範囲を指しているのは何故だろうか。部分が

全体を指し，全体が部分を指すのはその外城という用

語それ自体が重要であったことにほかならない。その

重要な意味は内城を外側で防衛することである。だか

ら広い範囲で考えようと狭い範囲で考えようと藩の構

成単位にしたかったのであろう。それ程防衛体制に意

が注がれたことを知る。

外城で最も大切な防衛体制を支えるのは外城衆中

（安永９年1780に外城郷士と改め，天明３年（1783）

郷士と改めた）と呼ばれる武士たちである。その武士

たちの集住地や武術鍛錬の場，それに政治を司さどる

地頭仮屋を含めて麓という。麓（ふもと）はもと府本

とも書かれ，内府や府中の府と同様に行政府のあった

所を示すといわれる。府本は江戸期になって，周辺地

域を治める行政府が置かれた後に使用された用語であ

ろう。一方麓は中世山城の山麓に武家の屋敷を構えた

時期の用語と思われる。なだらかな傾斜地を指す地形

から生じた用語で，そこには武家屋敷群が存在した。

薩摩藩の場合は麓の起源を中世に求められる。近世に

なると麓は整備され，平地へ武士の集住地を求め，軍

事基地であり政治・経済・文化の中心地となった。そ

れは中世的な山城，砦から脱皮していることを示す。

そこで麓を中世と近世に区別して考えなければならな

い。武士の集住地が計画されるのは近世になってから

と推定する。何故中世以来の麓を踏襲せずに，麓を移

動させたり，新しく造ったりするかといえば，外城衆

中が地域と深く結びつくことをさける意図があったか

らだろう。これが近世的支配体制である。つまり藩主

を頭とした体制を築くことで，そのために麓の整備や

建設を中世と区別して近世とするのである。近世の麓

には地頭仮屋・武士の集住地以外に武術鍛錬の広場や

道幅の広い馬場があり，寺院や神社があった。内城と

異なる点は地域が狭いことであり，武士の集住地を核

にすえ，町人や手工業者の町が共存していない。もう

１点は半農半士のために屋敷構えが異なることであ

る。

麓は時期により移動している。それに属す例として

樋脇塔之原麓や喜入麓がある。このことも麓を調べる

ことにあたって注意しなければならない。麓は外城の

核をなし，麓の周囲には町人の住む野町，農民の住む

村（在郷）があった。天明３年（1783）になると麓に

住む武士を郷士と称し，内城に住む武士を城下士と称

して区別した。郷士に扶持高を与える制度を郷士制度

と称し，農民を支配する制度を門割制度と称した。門

（かと寺）とは数家族の農民で20石以上を収穫する一群

を指す。この門割制度と郷士制度は表裏一体をなし，

両者合わせて外城制度という。
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3．麓の数と役割

薩摩藩を区分けするに，一区画を外城と称し，その

外城の中心的役割を果たす地域を麓と称す。では外城

の数だけ麓があるかといえば必ずしもそうではない。

それ以上にある。麓が移動する場合もあるし，線上に

２キロに亘って点在することもあり，面的に広がって

いる場合もある。そのときに麓とは何かを漠然とでも

いいから規定しておかないと武士の集住地が麓である

といいかねない。そこで一外城内で最も重要な麓を主

要麓と称し，その他の麓をそのまま麓と称して区別す

る。その主要麓には①行政を司る役所と②武士の集住

地，それに③武術鍛錬の場を備えていることを条件と

する。これら３つの施設を備え一外城に一つずつ麓を

設定し，それを主要麓と考えて論を進めたいと思う。

甑島には手打と里が麓として把えることができるけれ

ども，手打を主要麓と考え，行政区画の外城を基本に

据えて，代表する麓を主要麓として考えていきたい。

外城は延亨元年1744年に１１３と一定したといわれる(表

－１．図－１参照)。そこで主要麓を合計113として，

表－１薩摩藩の外城

郡名

鹿児 島郡

日置郡

薩摩郡

高城郡

出 水郡

伊佐郡

鶏蕊郡

給蕊 郡

揖宿 郡

頴娃郡

河辺郡

河多郡多郡

甑島郡

(以上薩摩国）

曽於郡

始（始）羅郡

桑原郡

菱 刈郡

大 隅 郡

胆属郡

毛郡

(以上大隅国）

諸嬬郡

(以上日向国）

地頭所

l吉田

2伊集院・３市来・４郡山・５串木野

9百次・１０隈之城・１１高江・ｌ２山田

l3樋脇・１４中郡・１５束郷

１８水引・ｌ９高城

2O阿久根・２１野田．２２高尾野・２３出水．

24長島

25大口．２６山野・２７羽月・２８鶴田．２９山崎．

30大村

35谷山

38揖宿・３９山川

41穎娃

42川辺・４３山田．４４坊泊・４５久志秋目．

46加世田

48阿多・４９田布施・５０伊作

51甑島

計38所

52国分．５３清水・５４曽於・５５敷根・５６福山

57財部．５８末吉・５９恒吉

61帖佐・６２浦生．６３山田．６４溝辺

67日当山・６８踊・６９横川・７０栗野・７１吉松

72本城・７３曽木・７４湯之尾・７5馬越

76桜島．７７牛根・７８小根占・７９大根占.

80田代・８l佐多

83百引・８４高隈・８５鹿屋．８６串良・８７高山

88始良・８９大始良・９O内之浦

計35所

94吉田．９５馬関田・９６加久藤・９７飯野

98小林・９9須木・lOO野尻・’０１綾・lO2高岡

103倉岡・’０４穆佐・105高原・lO6高崎。

107高城・lO8山之口・’０９勝岡・llO松山

１１１大崎.112志布志

計１９所

計92所

所（私領）

6永吉・７吉利・８日置

16平佐・’7入来

31佐志・３２宮之城・３３黒木・３４繭牟田

36喜入・３７知覧

40今和泉

47鹿篭

計13所

60市成

65加治木・６６重富

82垂水

91新城・９２花岡

93種子島

計７所

ll3都城

計１所

計21所

参考文献

「薩摩七十七万石一鹿児島城と外城一」鹿児島県歴史資料センター蕊明館平成３年２月１日
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それらの位置を決め，その主要麓の役割について考え

ていきたい。その前に外城には藩直轄地の地頭所と私

領があり，藩直轄地の役所を地頭仮屋と称し，私領の

方は領主仮屋と称した。主要麓のうち私領に属すのは

21箇所（薩摩国１３，大隅国７，日向国ｌ）であった。

それらの分布は錦江湾沿岸（７），東支那海沿岸（４），

入来と宮之城を結ぶ周辺（６），それに内陸部の知覧・

市成・都城と種子島である。ここで興味深いことは国

境近くにないことである。ただ都城だけが比較的近い

位置にある。防備にあたっては藩直轄地が重要な位置

を占めており，海岸地帯においても同様なことがいえ

る｡私領は中世以来の島津一門か上級武士が所有して，

直轄地の外城衆中(郷土）に較べて私領の外城衆中(家

中士）は持高が少ない。ここでは同じ外城とし，その

外城で最も重要な麓を問題にしている。この麓の役割

は何であっただろうか｡一般的に郷土の住宅街であり，

陣地であるといわれる◎その役割も地域により，成立

時期により異なることは当然である。では出水麓はど

うであろうか。私達が調査した高屋敷と少し離れた向

江と合わせて出水麓としていた。向江の方は下級武士

の屋敷があった。そのうち高台にある高屋敷に限定し

て，役割を考えるならば，敵の侵入に対し防御として

の施設が少ない。例えば濠とか街道を塞ぐ門とか眺望

のための櫓とか造られたとする記録をまだ見ていな

い。そこで武士たちが住居を構えて，武術鍛錬する軍

事基地であっただろうと考えうる。外敵に対する構え

よりも，武士達が住居を構えてそこに実在することが

重要であったと思われる。それ故「人をもって城をな

す」との言葉が理解できる。そこでの武士達は広い田

畑を所有して生活を営んでいた。

４．主要街道に沿った主要麓

街道と麓の関係を調べる前に，国境に設けられた関

所について考えてみたい。肥後国（熊本県）境にある

「野間関」が最も重要であった。この近くを現在国道

３号線が通っている。次は日向国（宮崎県の一部諸県

郡は薩摩藩に属していたので,それ以外の地域を指す）

との境を護る「去川関」で，高岡麓よりも鹿児島寄り

にある。国境を護るといえども大分内側に位置し，国

道１０号線沿いにある。これら二つの関所を通る街道が

そのまま現在まで継承され重要な国道となっている。

「野間関」は海岸に沿った街道で，熊本県に入る。一

方海岸に沿って宮崎県に入る街道に「夏井関」があり，

志布志麓の郷士が警備に加わっていた。志布志麓から

陸路で宮崎県に入る街道に「八郎ケ関」がある。更に

都城麓を経由して宮崎県に入る２街道に「梶山関」と

「寺柱関」があった。もう１ヶ所宮崎県に入る街道に

「紙屋関」を設け，野尻麓の郷士が警備にあたった。

熊本県に入る街道は更に２箇所あって，「小川内関」

は水俣に通じており，「榎田関」は人吉に通じていた。

それぞれの関所の警護に大口麓と加久藤麓の郷士が加

わっている。これら９箇所の関所は近世を通じて変更

なかったといわれ，これらの関所を通る街道が重要で

あった。またそれらの関所を通る麓も重要であった。

各関所と麓の関係を以下にまとめておく。

熊本県境

野間関出水麓（出水市）

小川内関大口麓（大口市）

榎田関加久藤麓（宮崎県えびの市）

宮崎県境

紙屋関野尻麓（宮崎県西諸県郡野尻町）

去川関高岡麓（宮崎県東諸県郡高岡町）

梶山関都城麓（宮崎県都城市）

寺 柱 関 〃

夏井関志布志麓（鹿児島県曽於郡志布志町）

八郎ケ野関〃

以上は主要街道の関所であるが，脇道（間道）には

数多くの辺路番所を設けて監視した。その数は時によ

り配置移動があったが，合計80番所に及んだ（鹿児島

県史第２Ｐ557～558)。それらの辺路番所の大半

を上記各麓が分担した（出水麓13,大口麓８，加久藤

麓ｌ，高岡麓７，都城麓22，志布志麓８）。

麓の分布を大まかにいえば内城鶴丸城の周辺に一族

の私領の麓があり，その外側に藩直轄の麓があり，最

も外側の国境には先に述べた７箇所の重要な麓を配置

していた。全麓は街道で結ばれ，調査結果によると麓

の中央を通っている場合が多かった。その街道の両側

を武士の集住地としていたといってよい。それ程街道

と麓は密接に結びついていたことを指摘しうる。薩摩

藩内を主要街道が通り，各麓を貫通していることを認

めうるものの，どの街道が主要でどの麓を通るか具体

的に明確になっている訳ではない。宝永２年（1705）

４月には北九州の小倉港と鹿児島城を結ぶ南北街道

（小倉筋）が水俣あたりで分かれて二筋となり，また

東目が名称を変えて高岡筋になった（鹿児島県史巻

２Ｐ553)。その出発点は鹿児島下町札辻であった。

更に各麓に公文書を廻すには６筋（重富筋，郡山筋，

谷山筋，吉田筋，桜島筋，伊集院筋）が記され，その
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順序が分かる。その順序は往きつ戻りつして主要街道

の一部を通るにしても主要街道を示している訳ではな

く，各主要麓を通る順序を示しているにしかすぎない。

しかし，筋の名称である重富・郡山・谷山・吉田・桜

島・伊集院は鹿児島から出発して最初の主要麓であ

り，それらは鹿児島城に入る重要地点であることに変

わりはない。それらは合計６筋で１筋だけは船で渡る

海路，その他５筋は陸を通る５街道である。５街道の

中でも次に述べる３筋が重要であった。その第１は西

に進んで伊集院を通る伊集院筋である。それは先に述

べた出水筋に当たる。次の重富筋は東に進み先に述べ

た高岡筋で，最後が吉田筋で，ほぼ北上する大口筋で

ある。東・西・北に進む街道に南と西北に進む谷山筋

と郡山筋が後に整備されることになったと思われる。

それ故街道の重要さから麓を見ると伊集院麓・重富

麓・吉田麓がまず重要で,次が谷山麓と郡山麓になる。

これら５箇所の主要麓のうち吉田麓や郡山麓は街路に

計画が乏しく，遺構からは重要と見なされた麓と判断

しえない。此度は鹿児島城から最も離れた国境近くの

主要麓（出水，高岡，大口，加久藤・志布志）は街路

計画がなされ，重要とみなされた麓と理解しうる。た

だし加久藤の場合はまだ調査が行われていないので明

確ではない。今まで述べてきた主要麓は出発点と終着

点で，その間を結ぶ街道を他の資料で補ってみたい。

鹿児島城に最も近い６箇所の主要麓（２伊集院，６６

重富，１０吉田，７６桜島，４郡山，３５谷山）と６箇所の

主要な関所（①野間関，②小川内関，③榎田関，④去

川関，⑤紙屋関，⑥夏井関）とを結ぶ街道を主要街道

と仮定し，藩内の道筋を調べることにする。この６箇

所の主要麓の内35谷山麓は南下する街道に沿ってお

り，更に４郡山麓は北西に延びる街道に沿っているが，

22出水麓に達し，直接①野間関に通じていないので除

かざるをえない。そこで38谷山麓や郡山麓を通る街道

を関所通過の主要街道と区別して準主要街道とし

た。注’それではこれから６箇所の主要な関所に通じ

る主要街道がどの主要麓を通るか，種々の資料を参

照注２し，推定を試みつつ示してみた（図－２参照)。

１．出水筋（１０麓）

鹿児島－２伊集院一３市来－５串木野-10隈之城

-16平佐-19高城－２O阿久根-21野田-22高尾野

-23出水一（野間関）

２．大口筋（１０麓）

鹿児島一ｌ吉田-62蒲生-34伊牟田-30大村－３１

佐志-28鶴田-73曽木-27羽月-25大口-26山野

－（小川内関）

３．加久藤筋（５麓）

高岡筋（鹿児島－日当山）-68踊一69横川-70栗

野-71吉松一（榎田関）-96加久藤

４．野尻筋（４麓）

高岡筋（鹿児島一日当山）－加久藤筋（栗野一加

久藤）-97飯野-98小林-100野尻一（紙屋関）

-101綾

５．高岡筋（11麓）

鹿児島-66重富一65加治木-67日当山-52国分一

５５敷根-56福山一57財部-113都城-107高城一

（去川関）-102高岡-103倉岡

６．志布志筋（９麓）

鹿児島-76桜島（横山）-77牛根-82垂水-91新

城-92花岡-85鹿屋-86串良一１１１大崎-112志布

志一（夏井関）

これらのうち大郷注３の麓４箇所（２伊集院・１６平

佐．２１出水）が出水筋にあり，２箇所（12蒲生，２５大

口）が大口筋に，１箇所（98小林）が野尻筋に，６箇

所（65加治木，５２国分，５７財部，113都城，107高城，

102高岡）が高岡筋に，３箇所（82垂水，８６串良，１１２

志布志）が志布志筋にある。南部の８麓を除けば主要

街道が通っていないのはわずか３麓（17入来，３２宮之

城，５８末吉）にすぎない。主要街道に沿っている大郷

の麓は約84パーセントで，いかに主要街道に沿って存

在していたかが分かる。それらの主要街道の中でも出

水筋と高岡筋に大郷の麓が多く沿っており，いかに重

要な街道であったかが分かるし，それらは国道３号線

と10号線として同一街道でないにしても現在まで継承

されている。次に大切な街道は大口筋と志布志筋で

あった。

５．街道と屋敷構え

街道はその時代時代で役割が異なり，地域によって

目的が異なるものの，中世の山城や砦は人々を近づけ

ないことが防衛上重要であった。そこでは自分達の不

便を凌いでも街道の整備を行わなかったであろう。と

ころが近世になると参勤交代や商品の流通が多くなる

に従って，街道の整備が進められ，薩摩藩では寛永１０

年（1633）６月には幕府巡見使下向の時にｌ里（36町）

ごとに竿を建てて一里塚を築いている（鹿児島県史第

２巻Ｐ553)。それは先に述べた主要街道に建てたであ

ろう。そのような整備をしなければならないというこ

とはどこが主要街道か明確になっていなかった。それ
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を明らかにするために一里塚を築くということかもし

れない。そのように，近世になって街道が整備された

との見解に立っている。一方私達は主要麓の街路構成

を遺構調査から追求している注4)。その結果街道が武

士の集住地のどまん中を通っていることが分かった。

その街道１筋が主要となる麓（60市成，１１大崎，５５敷

根，７９大根占，２１野田，２２高尾野，８8吾平）や不規則

な街路が交又する麓（19高城，１６平佐，１０隈之城，５０

伊作，４９田布施，５串木野，２９山崎，４７鹿寵，２６山野，

85鹿屋，112志布志，６１帖佐，４６加世田，８６串良）そ

れに計画的に街路が通され,その中を街道が通る麓(２３

出水，１７入来，２伊・集院，３７知覧，４２川辺，３５谷山，

32宮之城，２５大口，６２重富，６5加治木，５２国分，８２垂

水，３６喜入，４l穎娃，３９山川，８７高山，102高岡）が

ある。もちろん街道だけでなく，中世の山城との関係

や，中世の武士の生活の場との比較などとも検討して

いかなければならない。ここでは中世山城と無関係で

新たにつくられた麓は極く少ないとの指摘だけにとど

めておきたい。

麓内の街路は必ずしもＴ字型やずれた十字路になら

ない。計画的な麓ではむしろ十字路の方が多い。

それらの街路と武家屋敷構えとの関係はきちんと秩

序だてられている。つまり麓と麓を結ぶ街道にまず門

や入り口を構える。その街道に面せず，縦・横に通る

街路に面する場合は，必ず主要な街路の方に門や入口

を構える。それは角地にある武家屋敷から容易に判断

しうるし，例外なく並ぶ。

屋敷構えには街路に面して腕木門や石柱門がある。

出水麓には古い石柱門もあり，江戸期の腕木門もいく

つかある。決して画一的に腕木門だけが並んでいたわ

けではない。その腕木門は出水麓・知覧麓・入来麓・

志布志麓で異なっているものの主要な街路の方に面し

ていることは共通している。では門から入る屋敷構え

の特徴を街道との関係でまとめると次の５つになる。

１．腕木門が街道に面し，門から鍵の手に折れて玄

関に至る。

２．庭は街道側に設け，庭の樹木は街道から石垣・

生垣越えに見える。

３．土蔵造の倉は敷地の前方に建てられる。

４．便所を門近くに設けるか見通しの良い位置に設

ける。

５．井戸は門と対面し，または近くにおいて，主屋

より後方にならない場合が多い。

１の特徴から分かることは街道から玄関が見えない

ことである。大正時代以降になると玄関を飾り，突出

させて主屋の屋根と別の屋根を架けるので，門を入る

と見えないにしても屋根の形からどこに玄関が付いて

いるか見当がつく。玄関の屋根を別に造っていなくて

も，鍵の手に折れるとその位置から分かる。ところが

入来麓の玄関は主屋と附属屋とがずれた位置にあるた

めにすぐには分かりにくい。２の特徴である庭が街道

と主屋の間にあり，敷地全体が街道より上っているた

めに玉石積は土留めに使い，高く積む塀にはならない

場合が多い。塀の高さは禄高の高さによるといわれる

が，文献上では確かめえない。石垣の低い方は往来す

る人々の頭が樹木の間から見えるので，それだけ監察

できることになる。それが下級武士の務めというので

あろうか。街道からは樹木が繁っていて屋敷内を見る

ことがむずかしい。庭の樹木は視界を遮る役割をして

いるものの，庭に接した縁側越しの障子を通して，座

敷内で人々の声を聞き取ることができる。座敷は比較

的街道に近づいているためである。

土蔵・便所・井戸が街道近くに設けられているため

に生活範囲が街道側に寄る。田畑を所有し，農業を営

んでいるために門近くに蔵や便所や井戸があれば便利

である。だが納屋の方が使用する頻度が多いにかかわ

らず後方にある（図一３伊藤家配置図参照)。それに

便所の位置は塀近くで，塀で二方を囲まれて目立たな

い。それで見つけ難い。又志布志麓の川野家の便所は

見晴らしの良い位置にある。だが樹木に囲まれている

ために無双窓が目立たない（写真－１，２参照)。こ

れらのことから使い勝手よりもむしろ往来する人を観

察しているといった方が正しく思われる。家族が生活

する施設を内向きに造るが，蔵・便所・井戸を外向き

に造るとそれだけ街道との接触が多いことになり，街

図－３伊藤家配置図
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写真一ｌ川野家の腕木門奥に石垣が見える

蝋熱灘

蝿蕊
汽

羅骨

写真－２川野家の石垣とその上の便所

出水麓

知覧麓

入来麓

志布志麓

座敷の大きさ平均

8.04畳

7.66畳

6.61畳

８．１８畳

次の間大きさ平均

４畳

1.66畳

0.37畳

３畳

道からの'情報をえやすいことになる。

６．街道側に設けた武家住宅の座敷

武家住宅を設計するにあたって何を基本としたであ

ろうか。住宅の実測調査を踏まえ，各共通項を抽出す

ると玄関・次の間・座敷を重視しており，中でも座敷

をどこに構え，トコ・タナ等の座敷飾りをどこに置く

かが最も重要であったと推定できる。だがどこの武家

住宅でも座敷の位置の大枠は決まっていた。それは街

道側に庭と共に設けるということである。その規模と

トコの位置を出水麓・知覧麓・入来麓・志布志麓で検

討してみたい。

調査した各麓（出水麓35棟，知覧麓29棟，入来麓２７

棟，志布志麓22棟）を推定年代順に並べると，各麓の

武家住宅の座敷の特徴や街道と座敷の関係を把えるこ

とができる。まず街道と座敷の関係を示した表の項目

について説明しておきたい（表－２．３．４．５参

照)。住宅の名称は現在住んでる方の姓を記している。

年代は記録による場合が少なく，形態的特徴から推定

した場合が多い。座敷の大きさは畳の数で示し，畳の

大きさは例外なく６尺３寸×３尺１寸５分の大きさが

使われている。次の間の大きさで次の間がない時には

零で示した。トコの並びは縁側横から順に記した。ト

コ・タナとある場合は縁側横にトコがあり，次にタナ

があることを示す。障子・トコは縁側横に障子が入っ

ていて，続いてトコが並んでいることを示す。トコの

位置が街道と直角に置かれている場合に直角とし，街

道側に向けている場合は正面と記し，背後を街道に見

せている場合は背後と記した。これらでトコの位置を

全部記すことができる。次に動線とトコの位置では次

の間あるいはげんかんから座敷に進んだ場合にトコと

対面するか，トコを横に見るかで対面・平行とそれぞ

れ記した。街道に対して主屋の位置が街道に直角に置

かれるか平行に置かれるかでそれぞれ直角・平行と記

した。多くは棟の方向で決まるが正方形に近い場合は

棟の方向と関係なく柱問の長い方が直角か平行かで決

めた｡以上項目順に並べると各麓の特徴が見えてくる。

トコ・タナの組合せ

８２％

７９％

４４％

９５％

障子・トコの組合せ

２３％

２１％

５６％

５％
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表－２ 出水麓の座敷と街道の関係表

番号(調査時） 住宅の名称 年代

1５ 伊牟田家住宅 l8c末～l9c(初）

３ 税所家住宅 ～l9c初

3３ 荒田家住宅 江戸末

５ 武宮家住宅 l9c中

2２ 鳥飼家住宅 l9c中

９ 伊藤家住宅
明治初

(明治33年改修）

1６ 二宮(国)家住宅 明治初

1９ 竹添家住宅 明治初

2１ 岩本家住宅 明治初

10 川俣家住宅 明治前半

1８ 壱岐家住宅 明治19年頃

１ 野村家住宅 明治中期

４ 二宮(周)家住宅 明治中期

６ 野村け)家住宅 明治中期移築

８ 溝口家住宅 明治中期

1７ 山口家住宅 明治中期

2３ 海野家住宅 明治中期

2５ 河野家住宅 明治中期

1３ 二階堂家住宅 明治29年８月移築

７ 河添家住宅 明治30年

1２ 阿多家住宅 明治36年5月

1４ 宮路家住宅 明治37年6月

11 川内家住宅 明治30年代後半

3４ 土持家住宅 明治後半

2７ 郡山家住宅 明治後半

2９ 中村家住宅 明治末

2４ 吉松家住宅 明治末～大正

3１ 郡山(三)家住宅 明治末～大正

3０ 前田家住宅 明治末～大正

２ 志賀家住宅 大正11年

2６ 松野家住宅 大正初期

2８ 池田家住宅 大正年間

3２ 瀬戸山家住宅 大正年間

2０ 三原家住宅 昭和初

3５ 堀家住宅 昭和初

座敷の

大きさ

7.5畳

10

10

８

８

８

８

６

８

(6)

６

８

８

８

８

８

８

６

８

８

10

８

８

８

８

８

８

８

８

８

８

1０

８

10

８

次の間の

大きさ

4畳

６

０

10

４

６

６

８

0

６

４

６

０

８

４

10

４

0

６

６

０

６

0

10

０

０

０

０

４

８

８

0

０

０

６

トコの並び
街道とトコ

の位置

トコ・タナ 正面

トコ・タナ 正面

トコ・タナ 直角

タナ・トコ 直角

トコ・タナ 直角

トコ・タナ 直角

タナ・トコ・タナ 直角

トコ・タナ 直角

トコ・タナ 正面

トコ・タナ 直角

トコ・タナ 正面

トコ・タナ 直角

トコ・タナ 正面

タナ(後障子)・トコ 直角

障子・トコ 直角

タナ・襖 直角

トコ・タナ

(直角にタナ）
直角

トコ・襖 直角

トコ・タナ 正面

タナ・トコ 直角

トコ･タナ･襖 直角

トコ・タナ 正面

トコ・襖 直角

トコ・タナ 直角

トコ・タナ 正面

トコ・襖 直角

トコ・タナ 直角

トコ・タナ 直角

トコ・タナ 背後

トコ・タナ 直角

トコ・タナ 正面

トコ・タナ 直角

トコ・タナ・トコ 直角

トコ・タナ 直角

トコ・襖 直角

動線とトコ

の位置

平行

平行

対面

対面

平行(座敷奥）

平行

対面

対面

平行

平行

平行

平行

平行

対面

対面

平行

対面(座敷奥）

平行

平行

対面(座敷奥）

平行

平行

平行

平行

平行

平行

平行

平行

平行(座敷奥）

対面

対面(座敷奥）

平行

平行

対面(座敷奥）

平行(座敷奥）

街道に対し

主屋の位置

平行

平行

平行

平行

直角

直角

平行

直角

平行

直角

平行

直角

平行

直角

平行

直角

平行

直角

平行

平行

直角

平行

直角

直角

平行

直角

直角

直角

平行

平行

直角

直角

直角

平行

直角
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表－３知覧の座敷と街道の関係表

番号(調査時） 住宅の名称 年代
座敷の

大きさ

次の間の

大きさ

１ 森(節)家住宅 18ｃ中 8畳

10 佐多(直)家住宅 l8c末 10

1９ 村永(京)家住宅
l9c初

(大正13年改造）
６

2３ 樋渡家住宅 明治初 ６

１５ 平山(亮)家住宅 明治中 10

10 佐多(民)家住宅 明治中 10

６ 高城(耕)家住宅 明治中 ８

３ 網(高尚塚住宅 明治中 ８

７ 深田家住宅 明治25年頃 ６

2９ 村永(薫)家住宅 明治34年頃 ８

４ 帖佐家住宅 明治末 ８

８ 森(徳)家住宅 明治末 ６

1３ 松清家住宅 明治末 ６

2０ 平山(敏)家住宅 明治末 ８

2２ 赤崎(友)家住宅 明治後期 ６

2７ 三宅家住宅 大正４年 ８

2８ 松元家住宅 大正４年 ８

1６ 平山(ソ)家住宅 大正５年 ８

1７ 木原家住宅 大正５年 ８

2４ 赤師(安)家住宅 大正６年 ８

2６ 網(高士)縦宅 大正年間 ６

９ 岩脇家住宅 大正年間 ８

２ 森(兼)家住宅 大正14年 ６

1４ 佐多(良)家住宅 大正末 ６

1８ 田中家住宅 大正末 ８

2１ 赤崎(寿)家住宅 大正末 ８

2５ 石神家住宅 昭和初 ８

５ 高城(タ)家住宅 昭和５年頃 ８

1２ 佐多(美)家住宅 昭和63年 10

まず最初に座敷の特徴で出水麓と志布志麓が類似

し，次に知覧麓と入来麓では次の間がほとんどない点

では一致するが,その他の点では相違が少し見られる。

その類似や相違を次の比較から容易に判断できる。入

来麓で障子・トコの組合せが多い。このことが特徴と

してあげられる。

4畳

６

0

0

６

６

０

０

0

０

０

０

０

８

0

０

０

０

0

0

０

０

０

0

0

０

０

８

10

トコの並び
街道とトコ

の位置

障子・トコ 正面

障子・トコ 直角

トコ・タナ 直角

トコ・タナ 直角

障子・トコ 直角

トコ・タナ 直角

トコ・タナ 直角

トコ・タナ 直角

トコ・タナ 直角

障子・トコ 直角

トコ・タナ 直角

トコ・タナ 直角

トコ・タナ 直角

トコ・タナ 直角

トコ・タナ 直角

障子・トコ 直角

タナ・トコ

障子入る
直角

トコ・タナ 直角

トコ・タナ 直角

トコ・タナ 直角

トコ・タナ 直角

トコ・タナ

障子入る
直角

トコ・タナ 直角

トコ・タナ 背面

障子･トコ

ﾀナ
直角

トコ・タナ 直角

タナ・トコ 直角

トコ・タナ 直角

トコ・タナ 直角

動線とトコ

の位置

対面(座敷奥）

対面

対面

対面

対面

対面

対面

対面

対面

対面

対面(座敷奥）

対面

対面(座敷奥）

対面

対面(座敷奥）

対面

対面

対面

対面

平行

対面(座敷奥）

対面(座敷奥）

対面(座敷奥）

対面

対面(座敷奥）

対面(座敷奥）

対面

対面

対面

街道に対し

主屋の位置

直角

直角

平行

平行

平行

平行

直角

平行

平行

平行

平行

平行

平行

直角

直角

平行

平行

平行

平行

平行

直角

平行

直角

直角

平行

直角

平行

平行

平行

これら４項目のうち障子・トコの組合せは江戸期・

明治初期に多いが明治末から大正・昭和初期にかけて

少なくなる。これ以外のことは建立年代と直接関係が

見られない。

次に街道と座敷との関係を調べるに，まず各麓につ

いてトコの位置や主屋の位置を整理して次に示す。
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番号(調査時） 住宅の名称 年代
座敷の

大きさ

次の間の

大きさ
トコの並び

街道とトコ

の位置

動線とトコ

の位置

街道に対し

主屋の位置

2０ 長坂家住宅 江戸後期 6畳 0畳 障子・トコ 背面 対面 直角

2３ 村尾(智)家住宅 江戸後期 ６ ０ 障子・トコ 背面 対面 直角

３ 今村(ミ)家住宅 江戸末 ６ ０ 障子・トコ 背面 対面 直角

４ 税所家住宅
文久年間

(1861～64）
4.5 ０ 障子・トコ 背面 対面 直角

1２ 持原家住宅 明治初 ６ ０ 障子・トコ 背面 対面 直角

１５ 清瀬家住宅 明治初 ６ ０ タナ・トコ･タナ 正面 対面(座敷奥） 直角

1６ 溝口家住宅 明治初 ６ ０ 障子・トコ 直角 対面 平行

1９ 村尾(ミ)家住宅 明治初 ６ 0 障子・トコ 背面 対面 直角

2５ 斧測家住宅 明治初 4.5 0 障子・トコ 直角 対面 平行

2２ 古河家住宅 明治14年 4.5 ０ タナ・トコ 背面 対面 直角

１ 今村(市)家住宅 明治中 ８ 0 トコ・タナ 直角 平行 直角

７ 田中家住宅 明治中 ８ ０ トコ・タナ 背面 対面 直角

８ 入来院散)雄宅
江戸末

(明治中期改造）
1０ ４

障子．

トコ・タナ
背面 対面 直角

1７ 大山家住宅 明治中 ６ ７
障子．

トコ・タナ
背面 対面 直角

2６ 勝田家住宅 明治中 ３ ０ 障子・トコ 直角 対面 平行

６ 神代家住宅 明治末 ６ ０ 障子・トコ 背面 対面 直角

1８ 海老原家住宅 明治末 ６ ０ タナ・トコ･タナ 背面 対面 直角

2４ 右田家住宅 明治末期 ８ ０ 障子・タナ 背面 対面 直角

２ 今村(純)家住宅 大正初 ８ ６ トコ・タナ 直角 対面 平行

５ 是枝家住宅 大正３年 ６ 0 タナ・トコ･タナ 直角 対面 平行

2１ 成田家住宅 大正３年 ６ 0 タナ・トコ･タナ 背面 対面 直角

９ 本田家住宅 大正４年 ８ ０
障子．

トコ・タナ
正面 対面(座敷奥） 直角

10 種田家住宅 大正初 ８ ０ タナ・トコ 正面 対面(座敷奥） 直角

1１ 川添家住宅 大正年間 ８ ０ タナ・トコ 背面 対面 平行

1３ 丸山家住宅 大正６年 ８ ０ 障子・トコ 背面 対面 直角

1４ 脈院(ﾏ嫁腔 大正初 ６ ０ タナ・トコ 背面 対面 直角

2７ 樋園家住宅 大正初 ８ ０ トコ・タナ 正面 対面(座敷奥） 直角
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街

番号(調査時） 住宅の名称 年代
座敷の

大きさ

次の間の

大きさ

７ 福山家住宅 文政10年(1827） 8畳

５ 古村家住宅 l8c末～l9c初 ８

３ 田中家住宅 明治元年 (6)

４ 小迫家住宅 明治初 ８

６ 平田家住宅 明治初 ８

９ 平山家住宅 明治初 ８

1１ 肝付家住宅 明治初 10

1４ 宮ケ原家住宅 明治初 10

2０ 池江家住宅 明治初 ８

2１ 樋渡家住宅 明治初 ８

10 重信家住宅 明治10年代 10

1３ 天水家住宅 明治中 ８

1６ 川野家住宅 明治中 ８

1９ 田原家住宅 明治中 ８

８ 岩崎家住宅 明治30年 ８

1８ 海老原家住宅 明治末 ８

2２ 湖上家住宅 明治末 ８

1２ 鳥浜家住宅 明治42年頃 ８

1７ 永山家住宅 明治45年頃 ８

２ 清水家住宅 大正14年 ８

1５ 藤崎家住宅 昭和初 ８

１ 貴島家住宅 昭和４年 ８

年代による変化を次に考えることにして各麓で街道

と関連づけて全体的な傾向を見ると，知覧麓ではほと

んどのトコが街道と直角になり，次に多いのは出水麓

と志布志麓で，入来麓は少ない。それに対し入来麓は

トコの背面を街道に向けているのが比較的多い。ここ

でも出水麓と志布志麓がだいたい一致している。

動線では知覧麓と入来麓がほとんど対面して，トコ

を配置している。対面しているということは座敷の一

方向しか庭に面していないことを示す。平行している

ということは座敷の二方向が庭に対して解放されてい

ることを示す。したがって，出水麓では比較的二方向

が開かれた座敷が多く，次が志布志麓で知覧麓や入来

麓では座敷の二方向がほとんど開かれていないことを

示す。これは対照的である。

主屋は街道に対して直角に配されている傾向がうか

がえる（図－４，５．６．７参照)。特に知覧麓と入

8畳

(8)

４

０

４

４

６

0

0

０

10

８

0

４

８

０

0

０

０

０

６

０

トコの並び
街道とトコ

の位置

トコ・タナ 直角

障子・トコ 背面

トコ・タナ 直角

トコ・タナ 直角

トコ・タナ 背面

トコ・タナ 正面

トコ・タナ 直角

トコ・タナ 直角

トコ・タナ 直角

トコ・タナ 直角

トコ・タナ 正面

トコ・タナ 直角

トコ・タナ 直角

トコ・タナ 直角

トコ・タナ 正面

トコ・タナ 正面

トコ・タナ 正面

トコ・タナ 正面

トコ・タナ 直角

トコ・タナ 直角

トコ・タナ 直角

トコ・タナ 直角

動線とトコ

の位置

対面

対面

対面

平行

対面

平行(座敷奥）

平行(座敷奥）

平行

平行

平行

平行

対面

平行

対面

対面(座敷奥）

平行

平行

平行

平行

対面

対面

対面

街道に対し

主屋の位置

平行

直角

平行

直角

平行

直角

平行

直角

直角

直角

平行

直角

直角

直角

直角

平行

平行

平行

直角

平行

直角

直角

来麓が多い。丁度間口の狭い町家の如くで，知覧麓や

入来麓は間口が比較的狭い傾向を示し，街道に多くの

武家住宅を配することができる。それに対し出水麓や

志布志麓では前二者の麓よりも間口が少し広い傾向に

あることを示す。さきに述べた通り，街道との関係に

おいても出水麓と志布志麓は類似しているといえる。

知覧麓と入来麓はトコの位置で大きな相違があり，入

来麓では比較的多くのトコが街道に背後を向け，その

片側に障子をいれて，障子を開けると街道が見える。

したがって，座敷の二方向が開いていないが，一方向

と半分開いていることになる。

最後に年代による変化を考慮して，街道と座敷の関

係を綜合的に考えてみたい。座敷が街道側に設けられ

ている場合がほとんどであるが，奥に座敷を設けてい

る場合がいくつかある。それは新しくなると増加する

傾向にあるが，江戸期の武家住宅にも奥に座敷を設け



ることがある（知覧麓の武家住宅）ので，一概に奥に

座敷があるのは新しいとはいえない。各麓の座敷は多

くが街道側にあって，街道と座敷の問に庭がある。座

敷の方は二方向を解放して，街道との接触を密にして

いる（図－８．９伊牟田家住宅平面図，図－１０．１１税

所家住宅平面図)。志布志麓においては古い時期に二

方向を開いた座敷が認められない。それは江戸期の住

宅が改築したり移築されたりしているためで，明治期

に入ってからではあるが，肝付家住宅や宮ケ原住宅の

如く，古い形式は次の間を設けた座敷で，その座敷の

二方向が開かれていた（(図-12～15参照)。
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入来麓のトコの横に障子をいれた座敷は新しくなっ

てくると障子をなくしてトコ・タナになる。ここでも

解放的な座敷が古い形式と推定できる。そのように座

敷を解放的にするのは街道からの情報を一早くとりい

れるためであろう。それは監察の方法と深く結びつい

ているといえるだろう。特に二方向が解放的な座敷は

国境を守る出水麓や志布志麓に多かった。

最後に各麓の実測調査にあたっては多くの住民の

方々，大学院生，学生諸君にお世話になった。ここに

記して感謝の意を表すしだいである。

この研究は一般研究Ｃ（科学研究費）課題番号

鹿児島大学工学部研究報告第３３号（1991）

図－４出水麓の武家住宅の分布
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図－１２肝付家住宅現状平面図
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図－１４宮ケ原住宅現状平面図
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図－１５宮ケ原家住宅復元平面図

02650440の成果の一部である。

注ｌ：土田充義；「薩摩の性格と武家屋敷構えの考察」

民俗建築第98号

日本民俗建築学会平成２年11月30日

注２：鹿児島県史第２巻第７章交通及び商業Ｐ

５５４～Ｐ５５５

西海道全図明治10年４月作製陸軍参謀局２１

万6000分の１の地図で九州全域を入れ郵便線路

を二重線で示し，市町村を結び里程を入れ連絡

網としている。

注３：揚村固他２名；「麓集落の領内配置とその全体

像（薩摩藩の麓計画とその遺構に関する研究

９)_ｌ日本建築学会大学学術講演梗概集１９９０

年10月に大郷の麓が合計27記されている。

注４：揚村固他２名；「麓集落における街路構成の類

型(薩摩藩の麓計画とその遺構に関する研究５）

日本建築学会大会学術構演梗概集1989年10月




